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設
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証
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新
宿
支
店
長 

小 
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康 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
当
社
の
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証

事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

私
は
、
去
る
六
月
二
十
三
日
、
新
宿
支
店
長
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
小
泉
康
と
申
し
ま
す
。
前
任
者
同

様
、
前
払
金
保
証
事
業
の
運
営
を
通
じ
て
、
公
共
工

事
の
適
正
か
つ
円
滑
な
施
工
と
建
設
産
業
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
六
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
建
設
投
資
見
通

し
で
は
今
年
度
の
建
設
投
資
は
前
年
度
比
五
．
一
％

増
、
う
ち
政
府
建
設
投
資
は
前
年
度
比
八
．
三
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
早

期
復
旧
等
に
係
る
建
設
投
資
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
東
京
都
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
け

る
普
通
建
設
事
業
費
は
前
年
度
比
三
．
五
％
増
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
三
多
摩
地
区
三
十
市
町
村
で
は

前
年
度
比
約
十
五
％
の
大
幅
減
と
、
西
多
摩
地
区
に

お 

お
い
て
は
さ
ら
な
る
受
注
競
争
の
激
化
に
よ
る
一
層

の
経
営
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

当
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
経

営
環
境
下
に
あ
る
建
設
企
業
の
皆
様
に
は
、
資
金
調

達
の
円
滑
化
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の

と
認
識
し
、
公
共
工
事
の
発
注
機
関
に
お
け
る
中
間

前
金
払
制
度
を
含
め
た
前
金
払
制
度
の
拡
充
を
最
重

要
課
題
と
位
置
付
け
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
対
し
、

経
営
講
習
会
の
開
催
や
参
考
図
書
の
発
行
を
通
じ

て
、
企
業
経
営
に
役
立
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

を
行
い
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
行
う
金
融
事
業

等
に
よ
り
、
建
設
業
界
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合

並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

東京都暴力団排除条例の概要 
「東京都暴力団排除条例」が制定され、 
平成 23 年 10 月 1 日に施行されます。  

（暴追 東京ねっとわーく VOL.38 より抜粋） 

《建設業関連》 

◎東京都、事業者等の契約時の努力義務 
(1)「事業者の契約」からの暴力団排除措置 

   事業者には、契約の相手方等（代理・媒介者、

その他関係者）が暴力団関係者でないことを確

認するように努めるとともに、契約を締結する

場合には、契約書等に次の暴排条項等の特約を

定めるよう努めることとされました。 
①契約相手方等が暴力団関係者と判明した場合、

催告なしに契約を解除できること 
②工事の下請負人等が暴力団関係者と判明した 

場合、その下請負契約の解除等を求めることが

できること 
③相手方が下請負契約の解除等を拒否した場合、

契約相手方とのその事業の契約を解除できるこ

と 
(2)「都の契約」からの暴力団排除措置 

   都も、契約の相手方、下請負人等が暴力団関係

者でないことを確認するなど、関連契約からの

暴力団排除措置を講じるとともに、契約を締結

する場合には、上記（1）の①②と同様の特約

を定め、③で「その下請負契約の解除等を拒否

した場合、都の契約に関与させないことができ

ること」と規定することとされました。 
    また、この特約に反した場合には、契約解除、

契約に関与させないこと等に努めるとともに、

その理由、期間等を公表し、国及び区市町村に

通知することとされました。 
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業
委
員
会
副
委
員
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昌 

典 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日
に
経
営
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
講
習
会
で
す
が
、
こ
の
所
、

西
多
摩
建
設
事
務
所
管
内
で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
全
に
関
す
る
内
容
に
決
め
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
対
策
や
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
専
門
と
す

る
、
独
立
行
政
法
人
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の
高

木
元
也
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
理
事
長
始
め
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

さ
ら
に
は
東
京
都
奥
多
摩
出
張
所
の
根
津
所
長
様
に
も

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。 

 

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
大
変
有
意
義
な
講
習

で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
感
じ
た
点
を
記
載
し
ま

す
。 

 

一
：
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
原
因
の
中
で
、
一
番
多

い
の
は
「
危
険
軽
視
」
だ
と
言
う
こ
と
。
「
こ
れ
く

ら
い
の
高
さ
な
ら
安
全
帯
を
し
な
く
て
も
大
丈

夫
」
、
「
重
機
の
作
業
半
径
内
に
立
ち
入
っ
て
も
平

気
だ
」
、
「
ユ
ニ
ッ
ク
車
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
を
出
さ

ず
に
作
業
し
て
し
ま
え
」
、
「
す
ぐ
に
埋
め
戻
す
か

ら
土
留
支
保
工
は
不
要
だ
」・
・
・
・
・
こ
の
よ
う

ら 

な
危
険
軽
視
に
よ
る
労
働
災
害
が
多
い
と
言
う
こ
と
。 

 

二
：
初
心
者
マ
ー
ク
の
作
業
員
は
危
険
で
あ
る
と
言
う
こ
と
。

建
設
現
場
で
働
い
た
経
験
が
少
な
い
者
は
、
ど
こ
に
危
険

が
潜
ん
で
い
る
か
分
か
ら
ず
、
事
故
に
繋
が
る
危
険
性
が

高
い
と
い
う
こ
と
。 

 

三
：
熱
中
症
の
可
能
性
が
あ
り
、
休
憩
し
て
い
た
ら
体
調
が

悪
化
す
る
と
言
う
例
が
多
い
こ
と
。
気
分
が
悪
く
な
っ
た

ら
即
病
院
へ
行
く
こ
と
が
大
切
と
言
う
こ
と
。 

  

他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
以
上
三
点
を
記
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
建
設
現
場
に
携
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

事
故
で
幸
せ
に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
・
・
・
自
分
だ
け
で
な

く
周
り
の
人
も
悲
し
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

現
場
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
現
場
代
理
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
元
全
員
で
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
安

全
第
一
へ
の
第
一
歩
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◎公安委員会の報告・立入り要求と公表措置 
  公安委員会は、事業者、暴力団関係者に対して、 
  ①報告、資料の提出を求めること 

②警察職員に事業所、暴力団事務所等に立ち入り、帳簿、書類 
等を検査させ、関係者に質問させることができることとされ 
ました。 

   報告や資料提出の拒否、虚偽の報告・資料提出や立入り検査 
の拒否・妨害・忌避に対しては、公表できることとされまし 
た。 

         西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会 

          事務局 青梅市河辺町 6-8-14 建設会館内 
 
 

知っておきたい 熱中症対策 

◇予防のために守りたいこと 

  熱中症は、予防が大切です。しっかりと守れば、熱中症を起こ

す危険は低くなります。 

 ○暑さや湿度の高さに体がなれるまで、３～４日かかります。 
 ○体調管理をしっかり行いましよう。 （睡眠不足、二日酔い、

朝食を抜いた状態で現場に出るのは避けましょう） 
 ○汗を吸収しやすい下着、熱を反射する通気性のよい白い作業服

を着用しましよう。 
 ○休憩は計画的に、涼しい場所でとりましよう。 
 ○暑いときには、のどがかわく前に水分をこまめにとりましょう。 
 ○水分だけでなく、塩分もとりましょう。（スポーツドリンクや

0.1％程度の食塩水を用意しておきましょう。 
 ○めまい、筋肉痛またはこむらがえりなど、軽症の症状が疑われ

たら休憩をとりましょう。 
 ○湿度の高い時の屋内作業でも熱中症をおこすことがあるので注

意しましょう。 
 ○高血圧や心臓病、糖尿病、腎臓病で薬を飲んでいる人、太った

人、普段あまり運動をしない人、そして高齢者は熱中症をおこ

しやすいので、特に注意しましょう。 
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 ６ 月 事 業 報 告  

３日 事業委員会 
 ７日 （社）東京建設業協会主催東京スカイツリー見学会 

三多摩建設業連合会として参加 
１０日 広報委員会２０３号編集発行 
１３日 建災防西多摩分会理事会 
１３日 総務委員会 

１５日 理事会 
１５日 三多摩建設業連合会総会（立川市内） 
１７日 安全週間説明会 午後２時 

西多摩分会定期総会 午後４時  出席者５８名  
２１日 あきる野地区委員会      
２１日 第１回経営講習会        出席者４５名 
   テーマ 

頻発する労働災害の防止とヒューマンエラー対策 
講師 高木 元也氏 

    

 ７ 月 事 業 計 画  

４日 広報委員会 バナー広告等について 
６日 工事現場パトロール 建災防西多摩分会 

１５日 広報委員会２０４号編集発行 
     ・８月号掲載の暑中広告募集中 ８月５日まで 
     ・バナー広告掲載募集中 ８月１０日まで 
１９日 総務委員会 

２０日 理事会 
２２日 あきる野地区委員会 
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 （青梅認定校）  
今年度受験予定の方々にご案内いたします。 

○２級建築施工管理技士コース（建設教育訓練助成金適用講座） 

・学費 １５７,５００円（税込み・テキスト含む） 

・講義日時 基礎講義 ９月６日（火）～９月２０日（火） 

        １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

     本講義 ９月２７日（火）～１１月６日（日） 

          ９時 00～１３時 00  毎週 日曜日 

        １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

建設教育訓練助成金について 

  ＊４項目の用件が満たされる場合に支給されます。 

＊支給金額は、消費税を除いた受講料の 50％（上限 10 万円） 

○１級土木施工管理技士 実地コース 

・学費 ７３,５００円（税込み・テキスト含む）日時 基礎講義 月

３・講義日程 ７月下旬  毎週 火・木 １４回 

 

○１級建築施工管理技士 実地コース        １８時４０分 

・学費 １３６,５００円（税込み・テキスト含む）日時 基礎講義 

・講義日程 ８月下旬  毎週日曜日 １６回（９週） 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

 連絡先 青梅認定校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  042－527－3291  担当：澤田 

 

賛助会員ＰＲコーナー№３０ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲サーベイ・サービス 
〒192-0002 東京都府中市住吉町 1-29-1  

 TEL 042-360-4611  FAX 042-360-4679     

メール survey-ss@m3.dion.ne.jp 
 

  

 

 

測量器レンタルの他、測量用品や 
材料を格安にて販売しております。 

 
工事に伴う 
基準点や境界設置な

どの測量作業をお伝

いします。 

「測量」の事など 
何でも 
  ご相談下さい。 

□ レンタル前に座標リストを光波に入力し 
  納品いたします。 
□ 操作は簡単！ 
  スタッフが現場で解りやすく説明します。 

短期レンタルも OK 是非お問合せください。 

  
 

 

 アクセス｜会 員 ログイン｜サイトマップ 

 
 羽村市制施行 20 周年記念事業 

第３６回はむら夏まつり 

７月 30、31 日（土・日） 
両日とも 15 時から 20 時 30 分 

会場 羽村駅東口周辺 
 1日目 羽村独自の民踊「人波踊り」 
     万灯行列 
「人波踊り」は、そろいの浴衣やはんて

んなどを着て踊る羽村独特の踊りです。 

 2 日目 熱気溢れる「参波（サンバ）    

踊」 
 

第３４回奥多摩納涼花火大会 

８月１３日（土）荒天順延 

時間 19:30～20：20 

打上げ場所 愛宕山広場 

 

思いはひとつ がんばろう！日本 

第９回あきる野夏まつり 
８月６日（土）＊雨天決行 

  時間 正午から午後 9 時 
会場は秋川駅北口駅前大通り中心に 
西建協・あきる野地区委員会（委員

長・上坂健一）は、昨年同様模擬店を 

出店いたします。 

《昨年の模擬店写真》 
 

◆ お し ら せ ◆ 

西建協 ホームページに掲載するバナー広告を募集しています 

掲載期間 １２ヶ月（１年） 

掲載場所 バナー広告ページ （トップページは別途） 

募集先・ 組合員、賛助会員、一 般   

掲載料、申込期限等・ 募集案内書記載の通り 

希望者は、組合事務局までお問合せ下さい。 ☎0428-22-6245 

 

 


